
完
全
養
殖
の
体
制
整
備
を

京

水
蛎
蕩
畠
套

近
大
教
授
が
指
摘

下

各
地
の
鮮
魚
店
な
ど
で

つ
く
る
全
国
水
産
物
商
業

協
同
組
合
連
合
会
の
全
国

京
都
大
会
が
１７
日
、
京
都

市
下
京
区
の
ホ
テ
ル
で
あ

っ
た
。
近
畿
大
の
有
路
昌

彦

教

授

（水

産
経
済
）

が
、
鮮
魚

を
消
費

者
に

供
給
す
る
た
め
の
養
殖

の
必
要
性
に
つ
い
て
話
し

大
会
は
全
国
各
地
の
組

合
の
持
ち
回
り
で
年
■
回

開
催
し
て
お
り
、
京
都
で

は
５
回
目
。
約
４
４
０
人

が
参
加
し
た
。

有
路
教
授
は
、
水
産
物

の
需
要
と
供
給
の
現
状
に

つ
い
て

「世
界
で
は
人
口

増
加
に
伴
い
需
要
が
伸
び

て
お
り
、
海
外
か
ら
の
輸

第 3種郵便物認可19C□■巨〕京B
養
殖
の
鮮
魚
を
消
費
者
に
届
け
る
体
制
に
つ
い
て
話
し
た

近
畿
大
の
有
路
教
授
の
講
演
（
京
都
市
下
京
区
）

あ
る
」
と
分
析
。
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
の
枯
渇
を

例
に

「稚
魚
か
ら
の
養
殖

に
も
限
界
が
出
て
く
る
」

と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で

「完
全
養
殖

の
技
術
を
高
め
て
い
き
、

養
殖
の
魚
を
消
費
者
に
届

け
て
い
く
体
制
を
今
以
上

に
整
え
て
い
く
べ
き
」
と

強
調
し
た
。

大
会
で
は
、
地
域
経
済

に
即
効
性
の
あ
る
景
気
対

策
の
実
施
を
求
め
る
な
ど

の
決
議
を
採
択
し
た
。

（上
回
祐
也
）

し

な

や

か

踊

り

で

魅

了

舞
鶴
・星

晟

志

り

府
北
部
の
民
踊
愛
好
家

ら
に
よ
る

「丹
後
民
踊
ま

つ
り
」
が
‐７
日
、
舞
鶴
市

浜
の
市
総
合
文
化
会
館
で

開
か
れ
た
。
出

演
者
た

ち
は
滑
ら
か
に
手
足
を

動
か
し
、
観
客
を
魅
了
し

た
。日

本
民
踊
研
究
会
丹
後

支
部
の
主
催
で
３５
回
目
。

■
年
間
の
稽
古
の
成
果
を

発
表
す
る
た
め
、
舞
鶴
市

や
宮
津
市
、
福
井
県
小
浜

市
な
ど
の
１８
グ
ル
ー
プ
計

約

８０
人
が
舞
合

に
上
が

り
、
市
民
ら
約
■
２
０
人

が
来
場
し
た
。

出

演
者
は
山
形
県

の

「真
室
川
音
頭
」
や
宮
城

県
の

「坂
元
お
け
さ
」
な

ど
、全
国
の
民
踊
を
披
露
。

青
や
黄
の
鮮
や
か
な
着
物

や
は
か
ま
姿
で
、
扇
子
や

花
が
さ
、
手
ぬ
ぐ
い
を
持

ち
、
音
楽
に
合

わ
せ

て

し
な
や
か
に
踊

っ
た
。

観
客
か
ら
■
曲
ご
と
に

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。

（
加
藤
華
江
）

「笑いのオ能伸ばすのが仕事」

西
本
願
寺

吉
本
興
業
の
ル
ー
ツ
や
歴
史
、副
社
長
語
る

西
本
願
寺
の
間
法
会
館

（京
都
市
下
京
区
）

で
‐７
日
、
講
演
会

「
『
お
笑
い
』
と
吉
本
興
業

の
歴
史
」
が
あ

っ
た
。
吉
本
興
業

（大
阪
市
）

の
田
中
宏
幸
副
社
長
が
同
社
の
ル
ー
ツ
や
お
笑

い
の
変
遷
な
ど
を
参
加
者
約
■
５
０
人
に
語

っ

た
。田

中
副
社
長
は
京
都
府
出
身
で
、
京
都
大
を

卒
業
後
に
同
社

へ
入
社
。
盟
色
家
さ
ん
ま
さ
ん

な
ど
の
お
笑
い
芸
人
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
経

て
、
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ

デ

ュ
ー
ス
に
携
わ

っ
た
。

講
演
で
は
、
明
治
末
に
同
社
の
創
業
者
吉
本

せ
い
が
、芸
人
の
活
躍
で
き
る
場
を
作
ろ
う
と
、

大
阪
の
天
満
で
小
さ
な
寄
席
を
始
め
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
。
田
中
副
社
長
は

「才
能
を
伸
ば
す

の
が
吉
本
興
業
の
仕
事
。
そ
の
姿
勢
は
昔
か
ら

変
わ

っ
て
い
な
い
」
と
話
し
た
。
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
の
登
場
に
合
わ
せ
、
し
ゃ
べ
く
り
漫
才
や

演
出
に
凝

っ
た
お
笑
い
が
誕
生
し
た
こ
と
も
語

り
、参
加
者
は
興
味
深
げ
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

（
長
谷
川
祐
太
）

吉本興業の歴史やゆかりのある芸人について話す

田中副社長 (京都市下京区・西本願寺間法会館 )

滑らかに手足を動かし民踊を

披露する出演者たち 傷 鶴市

浜・市総合文化会館 )

耐 驚 醸 賢 彎 缶 絲 藁 は 証 ‐轟 1ュ

励
ん
で
い
´

会
場
に

た
木
々
を

ケ
原
の
樹

の
本
殿
と
・

美
し
い

「

幡
宮
」
、

応
仁
の

京
都
市
上

社

（上
御

の
ほ
ど
、

「応
仁
の

国
際
日
本

タ
ー
の
呉

講
演
し
た

な
政
治
状

を
解
き
ほ

説
を
覆
す

者
ら
が
闇

応仁の乱通説に異議


